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1. はじめに 

 公共施設や商業施設、屋外などにおいてデジタルサイ

ネージの普及がみられる。デジタルサイネージは、広告目

的だけでなく、行政情報の公示など幅広い用途があり、情

報伝達がどの程度達成されたかに関する効果測定が必要

になる。しかし、サイネージ上部に設置したカメラで撮った

静止画や動画像から注視度を判定する場合、顔等の個人

識別可能な情報が写されることになる。たとえ、プライバシ

ー対策[1]として、個人の顔を識別できない解像度で撮影、

顔データは保存せず属性情報のみ解析、撮影データは暗

号化して保存し事件が発生したときにのみ視認すると言っ

ても、不安感は必ず付きまとう。そこで、本稿では、プライ

バシー問題に配慮した足元の画像のみから注視状況を推

定する方式を検討する。 

2. 先行研究 

2.1. デジタルサイネージ広告効果測定のための群衆画

像解析技術[2] 

個人検出を行わないデジタルサイネージの効果測定技

術に関する技術解説である。 

混雑時に人物の検出や追跡が困難になるため画素レ

ベルの局所的な処理を基本とする。そして、カメラを設置し

た際に床面に対する較正を行うことで各画素と床面との幾

何的な関係を予め得ておき、カメラと床面および人物に関

する幾何モデルに基づき、局所的な観測量を統合すること

で人数を推定する。この推定に従い瞬間毎の画面内人数

と所定時間内の通過人数を推定する。 

サイネージ前の人物流を測定可能だが、個々の注視度

は測定の対象とはしていない。 

3. 提案するアプローチ 

姿勢推定ディープラーニングモデルを応用する。静止

画で人の向きを確認し、動画像ではサイネージの注視状

況を推定する。 

3.1. 姿勢推定ディープラーニングモデル 

OpenPose を使用し、静止画を入力するだけで人間の関

節点を検出すること、動画像内に複数人の人物がいても、

リアルタイムに検出することが可能である。データセットの

画像を足元のみにトリミングし、関節のデータも足元だけに

加工する。 

4. 性能確認実験 

トリミングした画像で既存の OpenPose を使用すると、足

元画像では推論値が下がった。Pytorch の OpenPose を動

かし、精度の確認をすると、そのままでは足元画像からの

姿勢推定精度が不十分だった。 

以下の図は、トリミングした画像に OpenPose を使用した

ときの推論値である。 

 

 

 

 

図 1 全身を写した推論値 

 

 

 

 

図 2 腰から足元を写した推論値 

 

 

図 3 腰より下を写した推論値 

OpenPose は体+足検出、手検出、顔検出の 3 つの機能

を組み合わせて構成されている。上図では、左端の数値

は X 座標、中央は Y 座標、右端は推論値である。図 1 で

は、全身を写している(図 4)ので上手く推論できた。図 2 で

は、体全体を写さず腰から足元しか写っていない(図 5)の

で上手く推論できなかった。図 3 では、体全体を写さず足

元しか写していない(図 6)ので全く推論できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 今後の課題 

MS COCO データセットの加工と足元用に OpenPose を

再学習することである。 
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